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令和 元 年度 

第 12 回（３月）教育委員会定例会会議録 

 

日 時：令和２年３月 23 日(月) 15 時 00 分～16 時 30 分 

場 所：村民センター小会議室 

出席者：教育長 清水 閣成 

委 員 清水 道直・林 百代・出羽澤和子・薄田 東 

事務局：教育次長 伊藤 弘美 

書 記：池上 博子 

以上７名 

 

傍聴人：なし 

 

１ 開 会 

 

２ 教育長あいさつ 

  19 日に新型コロナウィルス感染症対策専門家会議があり「感染が確認されていな

い地域では、学校での活動を行ってよい」という方向が出されている。配慮事項を含

め、国（文科省）・県・そして南信・上伊那のレベルで考えていく必要があると思って

いる。 

  3 校で卒業式が行われ、卒業生の姿・立ち振る舞いを観ていてこみあげてくるもの

があった。卒業生一人ひとり胸を張って卒業しました。令和元年度最後の教育委員会、

よろしくお願いいたします。 

 

３ 報告・確認事項 

 (1) 新型コロナウィルス感染症対策について 

  ＜教育長＞ 

   ・村の新型コロナウィルス感染症対策本部会議が本日午前に行われました。村と

しての対策の状況を教育次長よりお願いします。 

  ＜教育次長＞ 

   ・政府見解が出ているが、地域によって拡大の差があり、地方で判断していかな

くてはならない状況。 

   ・学校は 4 月 4 日入学式を卒業式に準じて行い、7 日から通常日課・給食ありと

していく。 

   ・保育園も卒園式に準じて入園式を行う予定。 

   ・村交通安全対策協議会、春の全国交通安全運動人波作戦は中止。 

   ・経ヶ岳バーティカルリミットは状況を見て判断。 

   ・検温計については、直ぐに入手できなくても早急に発注していく必要がある。
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室内換気は効率的に実施。 

   ・マスクの備蓄はあるが、高齢者福祉施設・開業医のマスク不足への対応は市町

村であり、当面 5,000 枚を確保していく。 

   ・4 月 15 日予定の合同部長会は、会議のみとし懇親会は中止。 

   ・職員は引き続き、不要不急の外出は控え、ライブや屋内でのスポーツ観戦には

行かない。 

   ・職員の懇親会は、限定した職員同士であれば、健康状態の確認や手洗いなどの

対策を講じ、実施とする。 

  ＜教育長＞ 

   ・4 月から学校が動いてく。感染していないこと、体調が悪くないことを前提と

して、家庭での検温・健康管理、うがい・手洗い、「換気をする」「近い距離で

の会話や大声での発声を控える。マスクの着用。」「密集を避ける」の 3 つの条

件が重ならないことに留意していくが、学校なので難しさも生じてくる可能性

はある。 

   ・マスクは、村・学校での備蓄はないので、家庭で用意していただくことになっ

てくる。手指の消毒液は手配してある。 

  ＜委員＞ 

   ・授業・給食が始まるとマスクの着用が大事になってくる。家庭でどの程度用意

できるか。マスクをしないことによって何か言われる場合がありはしないか。

店舗にも無い状態。 

   ・マスクの効果は、感染している人が拡散させないための効果が大きい。 

   ・瞬時に体温が測定できる検温計が各校に欲しい。 

  ＜教育長＞ 

   ・明日、校長会を行うので、マスク、授業形態、給食形態等について相談してい

く。また、保健室・養護教諭の動きがとても重要になってくる。 

   ・本日のことを踏まえ、明日の校長会を迎えたい。また、今後文部科学省・県か

ら通知等が出されるので参考にしていく。 

 (2) 高校入試結果について （会議資料１） 

   非公開 

 (3) 教育委員会事務局関係村職員内示について （会議資料２） 

   資料にもとづき、報告がなされた。 

 (4) 事故報告 （会議資料 3） 

   非公開 

 (5) ３月議会答弁内容について （会議資料 4） 

   資料にもとづき、報告がなされた。 

 (6) 児童・生徒数について （会議資料５） 

   資料にもとづき、報告がなされた。 

   令和 2 年度予定児童生徒数について併せて報告 

 (7) 各委員から（課題、希望）（口頭にて） 

  ＜委員＞ 
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   ・今回臨時休業としたが、学校職員が 1 回程度家庭訪問をする必要があったので

は。子どもたちの生活等観ていく必要だったのではないか。 

   ・教員は何をしているのか、という声も聞こえてきた。 

   ・担任はやるべきことがある状況の中、副担任と業務を分かち合い、子どもとの

関係を大事にする動きができるのでは。 

   ・南部小学校の卒業式の後、職員間の連携の大事さについて校長懇談を行った。 

   ・南原保育園との交流についてあり方の難しさが話題となっている。 

   ・保小連携・交流の大事さ等は、園長会でというより村としての考え。南部小は

特に、地域の方が入り・係わり、学校づくりを進めてきた学校。保育園とのつ

ながりを大事にしてきている。南原保育園から南部小に入る時に何も心配はな

かった。 

  ＜教育長＞ 

   ・家庭訪問については、学校と確認をせず今に至る。電話連絡については全員で

はないが、アプローチはしてきている。明日の校長会で確認する。 

   ・保小連携を含め、保育園・園長会との関係を大事にしていきたい。 

 (8) ３月事業報告・４月事業計画について （会議資料６） 

   資料にもとづき、報告・確認がなされた。 

 (9) ４月・５月定例会について 

    ４月 24 日（金）15 時から 予定 

    ５月 22 日（金）15 時から 予定 

 

４ その他 

   特になし 

 

５ 閉 会 

以上 

 

 


